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総合学術研究科 総合学術専攻 博士後期課程

総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程において、原則として 3 年以上在学し、専修科目につい
て研究指導を受け、修了に必要な 20 単位以上を修得した上で、所定の博士論文の審査及び最終試
験に合格し、本学の立学の精神及び研究科の目的にもとづき、自然・環境科学分野では、物質・生
物・環境領域の高度な専門的研究を通して、人間科学分野では、心理・生命科学領域の高度な専門
的研究を通して、次の資質・能力を身につけた学生に対して、博士(学術）の学位を授与します。

①専門分野の高度な知識及び高い倫理観を身につけ、自然と人間の共生に関わる諸問題を学術的な
　観点から深く考察し、公正な判断をすることができる。

②専門分野の高度な研究能力を有し、社会における諸課題を発見してその解決に向けた創造的な研
　究活動を自立して遂行できる能力を身につけている。

③生涯にわたって自らの技能を高め、社会の構成員として協働する能力を身につけている。

総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程は、本研究科の理念・目的を理解し、次のような資質・
能力を身につけている人を受入れます。

①化学系、生物系、環境科学系、心理系、健康科学系、生命科学系のいずれかの分野の専門的知識
　を有していて、高度な研究を行う能力を身につけている。

②従来の学問分野の枠を超えたより幅の広い視野から自然や環境問題、人間の幸福・生きがいを追
　求する強い目的意識と、
　1. 化学・生物・環境分野で高度な学術研究を行い、科学・技術の発展に貢献したいという意欲
　2. 人間・社会問題を深く探求・考察する学術研究を行い、社会の発展に寄与したいという志を
　　 持っている。

③大学院在学中だけでなく、修了後も、社会及び学問の発展に貢献するため、生涯にわたって自主
　的・継続的に研究を続ける意志がある。

総合学術研究科総合学術専攻博士後期課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す
資質・能力を学生が身につけるために、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のよう
な方針で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、物質・生物・環境・人間・生命の各分野における高度な専門知識を身につけ
　るための「セミナー」を配置する。学生が自らの研究計画にもとづいて適切な科目履修を行うこ
　とができるように、指導教員が履修指導を行う。

②リサーチワークでは、指導教授が一貫かつ継続的で、個別的な研究指導を行う「特殊研究」によ
　り、物質・生物・環境・人間・生命の各分野における高度な学術研究を行い、段階を追った博士
　論文の作成を指導する。これらを通して、専門分野の高度な研究方法と自然と人間の共生の理念
　に沿った高い倫理観を身につけ、自然と人間の共生を具体化できる専門的職業人・研究者を養成
　する。

③少人数・双方向性を確保した形態で文理融合に重点をおいた中間発表会を行うことにより、討論
　とプレゼンテーションの技能を育成するとともに、自然科学・人間科学両面にわたる学術的な観
　点から公正な判断ができる能力の向上を図る。学会、シンポジウム等に積極的に参加することを
　推奨することにより、将来の進路に向けた能力と意欲の涵養を図るとともに、他の研究者と共同
　で研究を行う等学術上の交流を行うために必要なコミュニケーション能力を身につける。

④シラバスにおいて指定した成績評価方法及び評価基準にもとづき、厳格な成績評価と単位認定を
　行う。学位論文については、総合学術研究科博士後期課程の学位論文審査基準にもとづき審査す
　る。また、指導教員と副指導教員からなる論文指導委員会が、学生の進路や関心にもとづいた個
　別指導を行うことにより、個々の達成度と自身の進路や関心に沿った自主的な学びを促進するこ
　とができるようにする。


